
B
r
h
a
b
a
r
a
n
y
a
k
o
o
a
b
u
s
a
d
 

の

一
考
察
 
(
細

田
)

B
r
h
a
b
a
r
a
n
y
a
k
o
o
a
b
u
s
a
d
 

の

一
考

察

-
第

三
章
に
つ
い
て
-

細

田

典

明

一 
B
r
h
.
 
I
I
I
.
 

は
 
J
a
n
k
a
 

王
が
催
す
祭
祀

に
お
け
る
 
Y
a
j
n
a
v
a
l
l
k
y
a
 

を
中

心
と
し
た
討
論
会

と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て

い
る

が
、
I
I
I
 
9
.
 

に
お

け

る
Y
a
-

(
1
)

j
n
a
v
a
l
k
y
a
 

と
 
s
a
k
a
l
y
a
 

の
問
答

は
 
d
f
l
j
g
 

と
 
d
s
f
l
g
j
 
に

み
ら
れ
、
両
 
B
r
.
 
の
冒
頭

は
 
I
I
I
,
 
1
 

の
冒
頭

に
対
応
す

る
こ
と
か

ら
、
第

三

(
2
)

章

は
 B
r
 の
説
話

を
輪

郭
物
語
と
し
て
採
用
し
た
と

考

え

ら

れ
、

各

所

に
増

(
3
)

補

・
改
変
を
と
も
な

い

じ
 
B
r
.
 

の
文
章

が
ほ
ぼ
全

面
的
に
採
録

さ
れ
て
い
る

。

(
4
)

三
章
は

こ
の
輪
郭

の
中

で
、
七
人

の
バ
ラ
モ
ン
と
の
問
答

を
加

え
、
S
a
k
a
-

l
y
a
 
と

の
問
答
を
追
補

し
て
い
る
が
、
各
節

の
中

に
は
相
互

に
類
似
す

る
文
章

も
あ
る
。
そ
の
中

で
、
 
d
l
k
j
g
 

と
 
d
s
l
j
g
 

と
 
8
.
 
の
各
節

は
 
A
V
.
 
の
思

想
的

(
5
)

讃
歌

と
の
関
連

が
あ

り
、
次

に
、
D
r
a
h
m
a
n
 

の
知

を
め
ぐ

っ
て
考
察

す

る
。

(6) 

(
7
)

二
 
I
I
I
.
 
3
 

と
 
8
 で

は

、

女

に

と

り

つ

い
た
 
d
s
l
k
g
j
 
が
 
s
u
d
g
i

(
8
)

A
n
g
i
r
a
s
a
 

(
3
)
 K
k
s
d
 
A
d
s
l
k
 

(
7
)
 
と
名

の
り
、
そ

れ

が

伝

え

た
謎

を
質
問
者
は
 
Y
a
k
n
g
d
j
a
l
k
 

に
問
う
。
さ
ら

に
七
節

で

は
、
s
u
t
r
a
 

と

(
9
)

a
r
t
a
r
y
a
m
i
n
 

を
知
る
者
は
 
b
r
a
h
m
a
v
i
d
 

云

々
と

い
わ

れ

る

が
、
s
k
a
m
b
h
a

讃
歌

に
お

い
て
、
生
類
を
織
り
込
む
 
(
o
t
a
)
 
s
u
t
r
a
 

を
知

る
者

は

「
b
u
r
a
m
a

(
1
0
)
 

(
1
1
)

n
a
m
 
m
a
h
a
t
 

を
知
る
」

と
い
わ
れ
、

こ
の
句

は
 
k
b
j
i
d
k
j
v
i
d
 

と

同
義

で

あ

(
1
2
)

る
。

ま
た
、
ひ
け卑

の
語
は
 
I
I
I
 
6

.
 と
 
8
.
 
の

「
何
に
経
緯

に
織

り
込

ま

れ

る

の
か
 
(O
t
a
k
 
d
j
d
k
g
-
)
」

と
い
う
 
G
a
r
g
i
 

の
質

問

に
み

ら

れ

る
。
p
r
o
t
a
 
を

(
1
3
)
 

(
1
4
)

併
記
す

る
表
現

は
 
V
S
 
3
2
 
8
 
に
み
ら

れ

る

が
、
3
2
 
8
-
1
2
 

は
 
V
e
n
a
 

讃

歌

を
改
変

し
た
も

の
で
あ
る
。
続
く
 
3
2
 
9
 
m
d
 
s
j
f
)
 
で
は

神
秘

(
1
5
)

に

つ
い
て
 
G
a
n
d
h
a
r
v
a
 

が
語
ら
ん
と
あ
る
が
、
媒
介
者
と
し

て
神
秘
を
伝

え

(
1
6
)

る
 
G
a
n
d
h
a
r
v
a
 

の
性
質
は
 
I
I
I
.
 
3
 

と
 
7
.
 
と
軌

を

一
に
す
る
。

(
1
7
)

I
I
I
.
 
3
 

と
 
7
.
 
で
女

に

と

り

つ
い

た
 
G
a
n
g
d
i
r
 
k
j
i
g
d
a
s
 

家
系

・

(
1
8
)

A
t
h
a
r
v
a
n
 

家
系

の
も
の
で
あ

っ
た
が
、
b
r
a
h
m
a
n
 

の
知
を
両
家
系

の
聖
仙
が

(
1
9
)

受

け
継

い
だ
こ
と
は
 
v
a
m
s
a
 

か
ら
知
ら

れ

る
。
B
r
a
h
a
m
a
n
 

を

一
代
目

と

す

(
2
0
)

れ
ば
、
十

一
代
目

に
 
A
t
h
a
r
v
a
n
 
D
a
i
v
a
、

十
二
代
目

に
 
D
a
d
h
y
a
 
d
s
k
l
j
f

(
2
1
)

v
a
n
a
 
が
あ

り
、
十

六
代
目

に
 A
y
a
s
a
y
a
 
A
k
d
s
j
g
i
 

の
名
が

み

ら

れ

る
。

こ

う

し
た
系
譜

に
関
連

し
て
、
A
V
.
 所
属

の
 
M
u
d
j
d
k
a
 
U
P
 

は
 
B
r
a
h
m
a
 

が

(
2
2
)

b
r
a
h
m
a
b
i
d
y
 

を
長
子
 
A
t
h
a
r
v
a
n
 

に
伝

え
、
A
n
a
i
r
-
B
k
l
u
i
-
k
d
f
i

(
2
3
)

g
i
r
a
s
 

と
継
承

さ
れ
、
S
a
u
n
a
k
a
 

が
 
A
n
g
i
r
a
s
 

に
尋
ね
る
形
式

で
始

ま
る
。

(
2
4
)

三
 

三
章
各

節

の
問

答

は
 
b
r
a
h
m
o
d
y
a
 

と

い

わ

れ

る

が
、
L
 
R
e
n
o
u
 

は

(
2
5
)

b
r
a
h
m
o
d
y
a
 

の
中

心
構
造
を
な

し
、
出
発
点

で
あ
る
と
と
ら
え
る
。

こ
の
 b
a
h
m
o
d
y
a
 

は
 
b
r
a
h
m
a
n
 

に

つ
い
て
論
議
す

る

こ
と
で
あ

り
、

三
章

の
 
b
r
a
h
m
a
n
 

の
知
を

め
ぐ

っ
て
、
特

に
 
A
V
.
 
所
属

の
文
献

と
の
関
係

が
深

(
2
8
)

い
と

い
う
観
点
か
ら
考
察

を
加

え
た
。

1
 
d
p
i
 
f
d
 
d
k
 
j
g
i
 
d
k
 
g
j
i
 
d
k
 
j
g
i
 
d
s
l

1
4
-
3
 
d
k
 
j
i
 

(
辻
目
録

く
 
V
I
 
f
 
2
5
)
 
8
7
-
8

 
3
 

こ
の
説
話

は
プ

ラ

ー

ナ

文
献

に
も
伝

承
さ
れ
て
い
る
が
、
H山
く

に
分
類

す
る
上

で
問

答

の

内
容

に
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あ
た
る

日

の
部

分
は
省
略
さ
れ
、
導

入
部
分

の

I
が
著

し
く

増
補

さ

れ

韻

文

の
形
に
改
変

さ
れ
て
い
る
。
B
d
k
s
i
d
 
d
s
k
j
 
g
i
d
s
 
k
j
i
h

P
.
 
L
X
 
3
5
f
f
 
S
B
 

は
 
M
 
に
従

い
、
3
b
 
と

は
 
3
 (
k
a
n
d
i
k
a
)
 

を

a
b
 

び

に

二
分

し
、
1
1
a
 
c
 と

は
 
1
1
 (k
.
)
 
を
 
a
b
c
d
 に
四

分

し
た

も

の

で
あ

る
。

1
1
d
 
c
f
 
 
s
d
k
 
l
f
j
 
d
k
j
f
 
i
d
i
i
 
k
d
j
i
 
x
c
x
k
 
i
e
q

F
.
 
E
k
d
 
j
f
i
 
k
d
j
g
i
 
k
d
j
i
 
6
 

両

節

冒

頭

は

ほ

ぼ
同

文

で

あ

る
。
k
j
s
f
 
d
k
j
i
 
l
d
f
d
 
k
d
 
j
g
i
d
 
k
j
g
 
k
j
 
i
g
j

I
.
 
k
 
l
j
f
i
 
k
d
j
f
 
j
r
i
y
 

辻

直

四

郎

『
ヴ

ェ
ー

ダ

学

論

集

』

N
O
 
f
d
g
j
 
k
j
g
i

9
 
A
N
.
 
7
-
8
 ち
な
み
に
、
X
 
8
 
9
 は
 
B
r
h
 
I
I
 
2
 
3
 

(
4
 
M)
 に

お

い
て
解
釈

さ
れ
 
(
v
a
r
.
 
l
e
c
.
)
 
2
9
.
 

に
類
似

し
た
詩

節

が
 
B
r
h
.

v
.
 冒
頭
に
置

か
れ
る
。
 
10
 
d
s
 
l
k
j
g
 
k
d
j
 
g
i
d

1
-
8
;
 
佐
保

田
鶴
治

『
イ

ン
ド

正
統

派

哲

学

思

想

の
始

源
』
1
3
2
 
1
3

M
.
 に
従

う
。

V
S
3
2
 
1
-
1
6
 

は
 
V
S
 の
 
U
p
 

や

的
部

分
で
、
3
1
 
1
7
-
3
2

1
2
 は
 
M
N
U
p
 (
t
a
.
 
x
)
 に
継
承
さ

れ

る
。
c
f
 辻
直
四
郎

『
現
存

X
V
 
文
献
』
 
6
9
-
7
0
 
14
 
D
e
u
s
s
e
n
 

は
 
V
S
 
3
2
 
8
 

の
 
s
a
 
o
t
a
h

p
r
o
t
a
s
 
c
a
…
…
と

い
う
改
変

は
 
B
r
h
 
I
I
I
 
6
 
8
 

の
影
響

で
あ

る

と

い

う
。
S
e
c
h
z
i
g
 
U
p
 
3
 
と
も
か
く
、

こ
の
句

が
 
V
e
n
a
 
讃
歌

と
い
う

思
想
的
讃
歌
を
改
変

し
た
上
に
置
か
れ

て
い
る
点
が
重
要

で
あ
る
。

15

D
e
u
s
s
e
n
 

は
 
A
V
 
1
 
2
 
と
 
V
S
 
3
2
 
9
 

の
 
G
a
n
d
h
a
r
v
a
 

で
は
性
質

が
異

な
る
と
し
、
前
者
は

「
人
間

へ
の
神
的
啓
示

の
媒
介
者
」
、
後

者
は

「
現

世

に
お
け
る
見
者
」

と
区
別

す
る
。
A
g
e
l
 
d
k
j
g
i
 
k
g
j
i

s
d
f
j
i
 
k
f
i
d
 
k
d
i
d
 
3
9
3
-
4
 

ま
た
 
B
r
h
 
I
I
I
,
 
6
 

で
は
順
次
織
り

込
ま
れ

る
諸
世
界

の
中
に
 
G
a
n
d
h
a
r
v
k
a
h
 

な
る
世
界
が
あ
る
が
、
K
.

と
 
M
.
 で
は
そ
の
位
置

が
異
な

る
。

諸
世
界

の
階
列

に

つ
い
て
は
、
K
B
U
.

I
 
3
 
B
r
 
3
,
 
3
3
.
 

(
3
3
-
3
9
 
M
)
 
t
a
i
t
 
I
I
 
s
k
j
i
 

と
比
較

し
得

る
が
、

(
後
二
者

の
比
較

に

つ
い
て
は
、
M
.
 
M
u
l
l
e
r
:
 
S
B
E
6
1
-
2

2

参
照
)
 
G
a
n
d
h
a
 
の
位
置
は
不
安
定
で
あ
る
。

し
か
し
、
D
e
u
s
s
e
n
 

の

見
解
は
 
K
.
 と
 
M
.
 の
見
解

の
相
異

に
接
近

し
て

い
る
。
 

16
 
c
f
 佐
保

田
鶴

治
、
前
掲
書
。
1
0
8
-
9
 
1
7
 
c
f
c
d
o
n
:
 
V
e
d
i
c
 
M
y
-

e
l
d
:
 
S
B
E
 
k
d
s
 
j
f
i
 
d
k
s
 
d
j
f
i
 

と

の

関

係

は
、
S
B
.

n
a
 が
 
A
s
v
i
n
 

双
神
に
 

(
v
i
d
y
a
)
 

を
告

げ
る

こ
と
は
、
B
r
h
,
 
I
I

5
 
1
6
-
1
9
 
c
k
d
 
j
f
i
 
d
i
f
 

辻
直

四
郎

『
古
代

イ

ン
ド

の

説
話
』
4
4
-
9
9
 
2
1
 
c
f
 
V
r
h
 
I
,
 
8
 
2
1
 
2
6
 
M
 
M
a
-

22
 
I
,
 
1
 
2
 

し
か
し
 
1
 で
は
 
A
t
h
a
r
v
a
y
a
 

(
!
)
.
 
23
 
d
i
 
k
d

2
 
1
0
-
1
1
 
d
s
 
k
f
j
 

(
同

文
)
。
 

25
 
j
a
s
v
 
7
3
 
1
9
5
3

(
辻
目
録
 
V
I
 
f
 
2
6
)
 
1
4
1
 
a
 

(
s
 
1
0
)
 
1
4
3
b
-
4
 

(
s
 
1
6
)
 
26
 
註
 9
 の

A
V
 
X
 
8
 
9
 
は
 
s
l
o
k
a
 

と
し
て
 
B
r
h
 に
引
用

さ
れ

る

が
、
第

三
章

は

Y
a
j
n
a
v
a
l
k
y
a
 

の
 
s
l
o
k
a
 

に
よ
る
問

い
か
け

で
終

わ
り
、
s
l
o
k
a
 

形
式

に
よ

る
 
b
r
a
h
m
o
d
y
a
 

の
側
面
も
重
要
で
あ
る
。
c
f
 
R
e
i
d
 
1
9
5
9
.

(辻

目
録
 V
I
 
f
 
2
7
)
 
5
3
3
-
4
 

(
s
s
 
1
2
-
1
3
)
 
P
.
 
H
o
r
s
t
h
a
-

(北
海
道
大
学
大
学
院
)

B
r
h
a
b
a
r
a
n
y
a
k
o
o
a
b
u
s
a
d
 

の

一
考
察
 
(
細

田
)
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